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核兵器廃絶へ 201９年原水爆禁止世界大会ー長崎
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原水爆禁止栃木県協議会
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８
月
２
日
か
ら
９
日
ま
で
、
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

栃
木
県
か
ら
７
日
か
ら
９
日
ま
で
開
催

さ
れ
た
長
崎
大
会
に
１
５
人
の
代
表
が

参
加
し
ま
し
た
。

◆
８
月
２
日
か
ら
４
日
国
際
大
会

広
島
市
内
で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
は
、

被
爆
７
５
年
２
０
２
０
年
を｢

核
兵
器
の
な

い
平
和
で
公
正
な
世
界
へ
の
歴
史
的
転
機

と
す
る
た
め
に
被
爆
者
と
と
も
に
立
ち
上

が
ろ
う
」
と
訴
え
る
国
際
会
議
宣
言
を
採

択
し
ま
し
た
。

◆
８
月
５
日

広
島
市
で
の
「
市
民
と
海
外
代
表
の
交

流
会
集
会
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
ジ
ャ
ン
ル
で

活
躍
す
る
海
外
代
表
と
と
も
に
交
流
会
を

行
い
ま
し
た
。

◆
８
月
６
日

ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集
会
は
１
３
０
０
人
の

参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
被
爆
者
の

あ
い
さ
つ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
欧
州
統
合
外

務
者
公
使
、
駐
日
キ
ュ
ー
バ
大
使
館
臨
時

代
理
大
使
な
ど
政
府
機
関
の
代
表
が
発
言

し
、
広
島
市
の
松
井
一
実
市
長
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

栃
木
県
代
表
団
は
６
日
長
崎
入
り
し
、
夕

方
交
流
会
を
開
き
、
大
会
へ
の
参
加
の
思
い

な
ど
を
語
り
あ
い
ま
し
た
。

◆
８
月
７
日

７
時
３
０
分
に
ホ
テ
ル
を
出
発
し
、
７
４

年
前
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
爆
心
地
公
園
を
訪

れ
、
千
羽
鶴
を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
「
原

爆
資
料
館
」
で
は
、
会
場
の
案
内
の
方
か
ら

説
明
を
受
け
な
が
ら
、
１
９
４
５
年
８
月
９

日
当
時
の
展
示
物
を
見
る
な
か
で
、
悲
惨
な

実
相
を
学
び
ま
し
た
。
浦
上
天
主
堂
な
ど
被

爆
を
う
け
た
と
こ
ろ
ま
わ
り
な
が
ら
、
午
後

の
集
会
に
む
か
い
ま
し
た
。

１
５
時
３
０
分
か
ら
、
長
崎
市
民
会
館
体

育
館
で
開
会
総
会
が
４
０
０
０
人
の
参
加
者

で
開
か
れ
ま
し
た
。

主
催
者
報
告
し
た
世
界
大
会
議
長
団
の
安

斎
育
郎
さ
ん
か
ら
は
、
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際

署
名
を
世
界
中
に
広
げ
、
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
総
結
集
し
よ
う
」
と

の
訴
え
が
あ
り
、
田
上
富
久
長
崎
市
長
は
、

「
核
兵
器
を
な
く
す
の
は
市
民
社
会
の
力
だ
」

と
の
べ
、
連
帯
す
る
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

広
渡
清
吾
「
市
民
連
合
」
呼
び
か
け
人
の
連

帯
あ
い
さ
つ
、
各
国
の
政
府
代
表
の
発
言
、

国
内
の
た
た
か
い
が
報
告
さ
れ
、
会
場
は
熱

気
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

◆
８
月
８
日

こ
の
日
は
１
３
の
分
科
会
が
開
催
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
栃

木
か
ら
の
代
表
で
広
島
で
１
１
歳
の
と
き
被

爆
さ
れ
た
、
小
松
宏
生
（
ひ
ろ
み
）
さ
ん
は

青
年
ひ
ろ
ば
で
、
若
も
の
た
ち
に
被
爆
体
験

を
語
り
ま
し
た
。

夕
方
か
ら
は
、
女
性
の
つ
ど
い
、
民
医
連

な
ど
の
交
流
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。

◆
８
月
９
日

１
０
時
３
０
分
か
ら
世
界
大
会
ナ
ガ
サ
キ

デ
ー
集
会
に
は
会
場
が
あ
ふ
れ
か
え
る
ほ
ど

の
５
、
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

４
才
で
被
爆
し
た
横
山
照
子
さ
ん
の
被
爆

体
験
で
は
、
両
親
、
妹
の
４
人
と
も
被
爆
し

ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は
爆
心
地
か
ら
１
・
２

㎞
で
被
爆
を
受
け
、
４
日
目
に
防
空
壕
で
再

会
し
ま
し
た
が
、
顔
か
ら
血
が
吹
き
出
て
体

全
体
が
焼
け
太
っ
て
、
こ
の
世
の
人
と
は
思

え
な
い
あ
り
さ
ま
で
し
た
。
横
山
さ
ん
家
で

は
、
い
つ
も
誰
か
が
入
院
し
て
い
る
状
況
。

「
再
び
私
た
ち
の
よ
う
な
被
爆
者
を
つ
く
ら

な
い
で
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
核

兵
器
の
廃
絶
を
！
」
と
願
い
な
が
ら
多
く
の

被
爆
者
が
旅
立
ち
ま
し
た
。
被
爆
者
は
最
後

の
力
振
り
絞
っ
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張

り
ま
す
と
、
訴
え
ま
し
た
。

海
外
代
表
の
人
た
ち
も
、｢

核
兵
器
の
な

い
世
界
の
行
動
を
」
を
訴
え
。
長
崎
の
高
校

生
が
「
高
校
生
１
万
人
署
名
」
が
２
０
万
人

を
超
え
、
高
校
生
平
和
大
使
が
国
連
に
届
け

る
と
述
べ
る
と
、
拍
手
が
わ
き
起
こ
り
ま
し

た
。長

崎
決
議
の
提
起
・
採
択
。
会
場
は
「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
を
集
め
て
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

検
討
会
議
に
届
け
よ
う
と
ア
ー
ピ
ル
す
る
と

会
場
は
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

世
界
大
会
に
７
人
の
方
は
、
初
め
て
の
参

加
者
で
す
。
興
奮
さ
め
や
ら
ぬ
会
場
を
あ
と

に
し
、
バ
ス
で
福
岡
航
空
へ
。
全
員
無
事
に

帰
路
に
着
き
ま
し
た
。
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平和の鐘をつく集い

８月６日と９日の二日、平和の鐘をつく集

いをさくら市の東輪寺で行われました。

６年目の集い、両日の企画は３年目です。

のべ１００名を超える参加者があり、マスコ

ミ関係者も訪れ県内での関心がもたれる集い

になりました。

６日には高雄市郎さんのインパール作戦に

ついて、９日には秋元武夫さんがシベリア抑

留から引き揚げ、混乱の中で戦後をどんな経

験をされたのか、また檀家の岡崎さんからは

戦争で身内が引き裂かれた話など。７４年を

経過したこんにち、原爆投下と戦争の惨禍を

これから

も語り継

いでいく

ことの大

切さを確

認する集

いになり

ました。

世界大会青年の集いで小松さん被爆体験を語る
８月８日、長崎市内で開かれ「青

年のつどい」に参加し、若もの

たちに被爆体験を語りました。

「昭和 20 年 8 月 6 日、広島に
原爆が落とされた日です。私は

国民学校に 6 年生 11 歳でした。
学童疎開で広島市内から 20 ㌔離
れた山縣郡のお寺に 3 年生から 6

年生まで 30 人、同じ村の公民館、他の村ににも何カ所に別れて疎開
しました。戦争中でしょう『ガンバリマス､勝つまでは』と歯をくい

しばって頑張りました。そしてあの日 8 時 15 分にピカーッともの凄
いヒカリ・・・」と話しはじめると、若ものたちは､くいいるように

聞き入っていました。約 1時間の講演のあと、一人ひとりが質問をし、
それに丁寧に答え有意義は集会になりました。

小松宏生さんは、原爆ドームのすぐそばビルで働いていたお父さん

をお母さんと探し歩るいて被爆しました。詳しい内容は､ 9 月 29 日
（日）14 時からの宇都宮市総合コミセンで開催される「原爆展」で
お話しされます。ぜひご参加を！（主催＝新日本婦人会の会宇都宮支

部・宇都宮市原水協 連絡先 028-635-9025 新婦人事務所）

２０１９年世界大会解団式開かれる
８月２４日、宇都宮市文化会館

で世界大会参加者ら１３人が参加

して世界大会の感想が語られまし

た。すべての参加者から、大会参

加の感動や、ヒバクシャ署名や今

後の大会参加への取り組み、これ

からの運動への決意が述べられま

した。（「栃木県代表団感想文集 」

をご覧ください）

今年もいわさきちひろカレンダーを普及しましょう。
２０２０年版カレンダー（大判） １４００円＋税

栃木県原水協２０１９年第４４回定期総会のお知らせ
日 時：１１月１６日（土）１３：３０～

会 場：宇都宮市 国本地区市民センター

核
廃
絶
へ
各
地
で
６
・
９
行
動

８
月
６
日
、
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
る

「
６
・
９
行
動
」
は
宇
都
宮
市
、
足
利

市
、
壬
生
町
な
ど
各
地
で
と
り
組
ま
れ

ま
し
た
。

宇
都
宮
市
で
は
新
婦
人
宇

都
宮
支
部
と
宇
都
宮
市
原
水
協
が
広
島

市
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
７
４
年
目
の

日
に
オ
リ
オ
ン
通
り
交
差
点
で
「
ヒ
バ

ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
の
訴
え
を
行
い
ま

し
た
。
あ
る
女
子
高
校
生
は
一
旦
信
号

を
渡
っ
て
か
ら
考
え
直
し
引
き
返
し

て
、
笑
顔
で
快
く
署
名
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。

壬
生
町
で
は
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
お
も
ち
ゃ
の

ま
ち
店
頭
で
新
婦
人
壬
生
支
部
の
会
員

が
署
名
の
協
力
と
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

の
批
准
を
求
め
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

「ヒバクシャ国際署名」数

県 北 原 水 協 ２，９９７筆

県 南 原 水 協 １０２筆

宇都宮市原水協 １，３３８筆

非 核 の 会 １９１筆

新 婦 人 の 会 ８，７０６筆

諸 団 体 民 医 連 ２，１４２筆

保 険 医 協 会 ６０４筆

県 原 水 協 １３７筆

小山推進委員会 １４０筆

非核下野市の会 ２６４筆

県 労 連 ２８筆

栃木県平和委員会 ５４筆

鹿 沼 原 水 協 ３２２筆

日 光 市 ９５３筆

下 野 市 ４９４筆

自 治 体 栃 木 市 ８１筆

小 山 市 １０９筆

上 三 川 １６０筆

壬 生 町 １６５筆

合 計 (8/28現在) １８，９７８筆

2020年NPT&世界大会ニューヨーク代表団の派遣プランについて(案)

★ニューヨーク基本コース（5泊 7日）9便 4月 23日(木)ニューヨーク到着
24 日(金)～ 25 日（土）世界大会ニューヨーク 26 日(日)マンハッタンパレー
ド、署名の共同提出など 27 日(月)NPT 再検討会議開会、ニューヨーク市内
観光 28日(火)現地出発 29日(水) 日本到着
★参加者募集について

9月下旬：代表団派遣要綱と申込書配布 10月末：第 1次募集締め切り
2020年 2月末：代表団参加申し込み締切（予定）


